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	Vol.
	～地域で育てる、みんなの畑～

	上野毛だれでも農園便り
	クリスマス会 & 落ち葉堆肥づくりワークショップ
	落ち葉堆肥WS
	クリスマス会
	農園看板 & コミュニティボードの設置
	　昨年末から1月にかけて、農園の看板とコミュニティボードを設置しました！看板には農園内の決まり事などを、参加者の皆さんが自然素材を使って可愛らしくデコレーションしてくれました。コミュニティボードにはより詳しい農園の方針やQ&A、畑の作付けマップなどを参加者の皆さんが話し合いながら書き込んでいく予定です。ボードに掲載したい内容や栽培したい作物などについて、今後やりたい企画があればぜひお声かけください！


	コミュニティ農園 「上野毛だれでも農園」とは？

	豊作祈願！~春の種まきとお餅つき~
	　今年度の締めくくりとして、３月１４日に農園にてイベントを開催いたしました。今回のイベントでは地域の皆さんに企画•運営の段階から参画いただき、４月以降の農園活動を地域にお住まいの方が主体で運営していく準備になったと思います。イベント内で実施した「餅花ワークショップ」も参加者のご意見から実現することになりました。「餅花」は寒い時期に春の訪れを心待ちにし、つきたてのお餅を梅や桃の花に見立てて木の枝に飾付ける風習です。今後の農園の実りある活動を願って、皆さんと農園のジュンベリーの木を餅花で飾りつけました。また、にんじんやビーツ、ケールなどの春野菜の種まきをした後は、つきたてのお餅を皆で味わいつつ、春の農園を楽しみました！今回の蒔いた種は５月頃まで収穫を楽しめると思います！ぜひ一緒に育てていきましょう！

	次年度の方針について

	写真
	写真
	写真
	写真
	２０２５年度の一年間、参加者の皆さんの手で「上野毛だれでも農園」をつくりあげてきました。２０２６年度から農園の運営は地域にお住まいのみなさんが主体となって活動する農園になっていきます！今後の活動への参加方法やイベントのお知らせなどは、随時農園前の掲示板や世田谷区のホームページからご確認いただけるようにします。ご意見やご質問など、下記のお問い合わせ先へいつでもご連絡ください！この農園を一緒に守り、継続していく仲間を募集中です！
	農園参加者の声
	風に飛んでしまうほど小さな種から植物が育っていく様子に驚いたり、ふぞろいでも鮮度抜群の野菜の味に感動したり…  この農園で、都会暮らしではなかなかできない豊かな体験をさせていただいています。  農作業やイベントを通して、地域に仲間を作れる大切な居場所にもなりました。これからもこの農園を大事に育てていきたいです。
	～～～活動日やイベント時に参加者の皆さんと交流する中でいただいた声を紹介します～～～
	農園の場所 〒158-0093 東京都世田谷区上野毛3‐25番先(区有地)
	事業の詳細については、世田谷区のホームページ（ページID：24912）をご覧ください。活動への参加にあたり、LINEオープンチャットへの登録をご案内しています。農園での野菜のお世話や活動予定は、オープンチャットで情報共有しています。詳細はお問い合わせください。


	お問い合わせ先
	世田谷区都市整備政策部都市計画課（コミュニティ農園担当）

	☎03‐6432‐7148
	24912
	～日頃から農園活動に参加されている方の声～




